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多

重

債

務

問

題

 

自

治

体

の

課

題

は

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
及
び

 

救

済

と

認

識

し

て

い

る

特別支援教育支援員
 　　配 置 計 画 は

支援員の詳細が分かり次第
 有 効 に 活 用 し た い

習熟度別指導
 有効と考える根拠は

児童・生徒等の声や
 国の調査報告による

ご
み
減
量

方
向
性
を
決
め
る
段
階
か
ら

　
　

市
民
と
議
論
す
べ
き
で
は

議
論
し
た
上
で

　
　

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

学

校

耐

震

化

工

事

子

ど

も

優

先

の

教

育

環

境

を

  　
　
　

 

ど

う

守

る

か

安
全
確
保
な
ど
に
配
慮
し

　

   

教
育
環
境
が
良
好
に
保
つ
よ
う
努
め
る

特別支援教育推進のため
　市 独 自 の 考 え は

学生支援員の
　更 な る 活 用 を 図 る

重
田　

益
美
議
員　

平
成
18
年
に

貸
金
業
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の

改
正
で
、
国
は
多
重
債
務
問
題
の

解
決
に
向
け
総
合
的
な
対
策
を
講

じ
る
と
し
て
い
る
。
更
に
、
国
会

で
は
付
帯
決
議
で
、
各
自
治
体
が

多
重
債
務
者
へ
の
支
援
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
は
今
後
の
多
重
債

務
問
題
の
課
題
と
自
治
体
の
役
割

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

課
題
は
、
消
費
者
被
害
の

未
然
防
止
と
救
済
と
認
識
し
て
い

る
。
役
割
は
、
消
費
者
相
談
や
市

民
相
談
で
の
相
談
業
務
の
Ｐ
Ｒ
等

を
進
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
、
総
合
的
に
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
と
考
え
る
。

議
員　

多
重
債
務
の
相
談
は
、

様
々
な
問
題
が
関
連
す
る
こ
と
も

あ
り
、
解
決
の
た
め
に
は
、
関
係

機
関
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
専
門
職
の
非

常
勤
職
員
が
対
応
し
て
い
る
相
談

業
務
を
今
後
、
市
職
員
も
一
緒
に

相
談
に
当
た
る
考
え
は
。

生
活
文
化
部
長　

専
門
的
見
地
か
ら

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

特
別
支
援
教

育
支
援
員
は
、
小
・
中
学
校
に
在

籍
す
る
、
教
育
上
特
別
の
支
援
を

必
要
と
す
る
障
が
い
の
あ
る
児

童
・
生
徒
へ
、
日
常
生
活
の
介
助

と
学
習
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

同
支
援
員
の
計
画
的
配
置
の
た

め
、
国
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
地

方
財
政
措
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
も
早
急
に
同

支
援
員
を
配
置
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

学
校
教
育
部
長　

国
及
び
都
か
ら

は
配
置
の
予
定
時
期
及
び
予
定
額

等
の
情
報
提
供
に
と
ど
ま
り
、
詳

細
は
不
明
な
た
め
、
分
か
り
次
第

こ
れ
を
有
効
活
用
し
、
特

※

別
支
援

教
育
の
充
実
を
目
指
し
た
い
。

議
員　

障
が
い
児
･
者
対
応
の
学

校
施
設
と
し
て
、
車
い
す
対
応
の

ト
イ
レ
が
な
い
学
校
が
あ
る
。
ト

イ
レ
改
修
の
計
画
と
あ
わ
せ
整
備

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　

現
在
、
障
害
児

対
応
ト
イ
レ
が
未
整
備
の
小
・
中

学
校
は
９
校
あ
る
が
、
特
別
支
援

教
育
の
推
進
と
あ
わ
せ
、
逐
次
、

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

他 

障
が
い
児
・
者
の
﹁
受
診
サ
ポ
ー
ト

手
帳
﹂
の
作
成
を
●
妊
婦
無
料
健
診
の

拡
大
に
つ
い
て

服
部　

ひ
と
み
議
員　

第
２
期
府

中
市
学
校
教
育
プ
ラ
ン
21
事
業
実

施
計
画
で
は
、
少
人
数
授
業
等
の

活
用
に
よ
る
習
熟
度
別
指
導
を
更

に
推
進
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
習
熟
度
別
指
導
の
公

教
育
へ
の
導
入
は
、
学
力
向
上
の

効
果
が
実
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
欧

米
で
は
既
に
過
去
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
学
力
格
差
の
拡
大

等
も
懸
念
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
学
力
向
上

を
保
証
す
る
た
め
に
も
、
少
人
数

学
級
を
実
現
す
べ
き
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
市
が
習
熟
度
別
指
導

を
有
効
と
考
え
て
い
る
根
拠
を
聞

き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
か

ら
、﹁
理
解
度
が
増
し
、
学
習
に
意

欲
的
に
取
り
組
め
る
﹂等
の
声
が
あ

り
、
教
員
か
ら
も
、﹁
基
礎
的
・
基

本
的
な
内
容
の
定
着
を
図
る
た
め

の
指
導
が
で
き
る
﹂等
の
意
見
が
あ

る
。

　

ま
た
、
平
成
14
、
15
年
度
に
国

が
実
施
し
た
調
査
で
、
習
熟
度
別

指
導
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

山
口　

雅
議
員　

府
中
市
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
か
ら
答
申
が

出
さ
れ
、
多
く
の
市
民
か
ら
、﹁
有

料
化
は
決
ま
っ
た
こ
と
な
の
か
﹂

等
、
ご
み
問
題
を
巡
る
様
々
な
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

有
料
化
は
、
他
市
の
例
を
見
て

も
ご
み
減
量
に
効
果
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
と
思
う
。

　

ご
み
減
量
の
成
否
は
、
市
民
の

意
識
改
革
が
ど
こ
ま
で
進
む
か
に

か
か
っ
て
い
る
。
市
が
結
論
を
出

し
て
、
そ
れ
を
市
民
に
納
得
さ
せ

る
と
い
う
方
法
で
は
、
意
識
改
革

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

市
は
、
答
申
を
受
け
、
方
向
性

を
決
め
る
段
階
か
ら
市
民
と
議
論

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

答
申
で
は
、
説

明
会
等
を
通
じ
、
市
民
と
行
政
で

議
論
を
重
ね
、
理
解
を
得
て
い
く

こ
と
の
ほ
か
、
行
政
主
導
で
は
な

く
、
市
民
の
自
発
的
な
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

市
民
に
説
明
し
、
議
論
を
し
た
上

で
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

他 

保
育
料
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
ま

す 遠
田　

宗
雄
議
員　

新
町
小
学
校

で
は
、
耐
震
化
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
明
確
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
示
さ
れ
な
い
た
め
、
保
護
者

等
か
ら
不
安
視
す
る
声
を
聞
く
。

　

学
校
は
、
子
ど
も
の
生
活
の
場

で
あ
り
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ

く
む
た
め
の
教
育
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
大
切
と
考
え
る
。

　

工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
子
ど

も
を
優
先
と
し
た
教
育
環
境
を
ど

う
守
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
な
ど
に
最
大
限
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
学
校
運
営
に
支
障
の
少
な

い
工
期
等
を
選
び
、
教
育
環
境
を

良
好
に
保
て
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員　

工
事
に
よ
り
、
平
成
20
年

度
に
は
校
庭
等
が
十
分
に
使
用
で

き
な
く
な
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

学
校
教
育
部
長　

校
庭
を
使
う
授

業
等
に
は
、
東
京
農
工
大
学
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
借
用
が
決
定
し
て
お
り
、

詳
細
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
体
育
館
で
の
授
業
等
の

対
応
は
、
今
後
、
関
係
課
等
と
相

談
し
決
定
し
て
い
く
。

　

ス
ポ
ー
ツ
等
で
利
用
し
て
い
る

団
体
へ
は
、
練
習
場
の
確
保
に
向

け
、
市
内
の
施
設
や
企
業
等
に
協

力
依
頼
し
、
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

前
川　

浩
子
議
員　

平
成
19
年
度

か
ら
特

※

別
支
援
教
育
が
本
格
実
施

さ
れ
る
。

　

本
市
で
は
18
年
度
か
ら
前
倒
し

で
取
組
を
始
め
て
い
る
が
、
現
在

の
状
況
を
聞
き
た
い
。

教
育
長　

18
年
度
は
、
校
内
委
員

会
の
設
置
や
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
指
名
及
び
研
修
を
実

施
し
、
個
別
支
援
計
画
の
策
定
に

着
手
し
た
。
ま
た
、
臨
床
心
理
士

等
に
よ
る
巡
回
相
談
及
び
指
導
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
養
護
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
が
、
居

住
す
る
地
域
の
小
・
中
学
校
に
副

次
的
に
籍
を
置
く
副
籍
制
度
の
実

施
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
。

議
員　

特
別
支
援
教
育
の
推
進
の

た
め
に
は
、
教
員
の
増
員
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
市
独
自
の
考
え

は
あ
る
か
。

学
校
教
育
部
長　

現
在
、
白
百
合

女
子
大
学
の
大
学
院
生
等
が
、
第

九
小
学
校
で
学
生
支
援
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。

　

今
後
、
連
携
す
る
大
学
を
拡
大

し
、
学
生
支
援
員
の
更
な
る
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

他 

男
女
共
同
参
画
第
４
次
計
画
に
つ
い

て
●
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
る
べ
き
と
考
え
て
い
る

が
、
職
員
と
は
連
絡
を
密
に
図
っ
て

お
り
、
今
後
も
一
層
の
連
携
に
努

め
て
い
く
。

※
特
別
支
援
教
育
⋮
軽
度
発
達
障
害
等
も
含
め
、
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の

　

自
立
等
に
向
け
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
教
育
的
支
援
を
行
う
も
の

　　▲ごみの収集作業　

▲耐震化工事が予定されている新町小学校　

　　▲市民相談室




